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ていた｡英語に混じり､ "奈良時代" =平安時代" "古今和歌集"など､時代
の名前や文学作品の名前が聞こえてきた｡学生たちは非常に熱心に教師の言葉
を聞き漏らすまいと授業に集中していた｡






















級が 『日本語中級 Ⅰ』､上級が 『日本語中級Ⅱ』である｡
問題点はここも教師不足である｡ ｢インド人の指導者が育たない｣､ ｢優秀












一般コースは 『新日本語の基礎 1』を使うクラス､および､ 『新日本語の基
























































1-7 中等教育での日本語教育 ･デ リーパブリックスクール
デ リーパブリックスクールはイン ドでは非常に数が少ない日本語教育が行わ
れている中等教育機関である｡中高一貫教育の学校で､日本語は選択科目である｡























ー トタイムクラスで 1週間に3回2時間ずつ開かれている｡教師は 14名である｡
レベルとテキストと人数は次の通りである｡
1年目 (初級) 『日本語初歩』 1課から16課 約 500名
2年目 (初級) 『日本語初歩』 17課から最後まで 約 150名
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